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2006年度修士論文題目および内容説明

論文題目： 感覚質を表現する理論的モデル

指導教官：池上高志

内容説明：

ものに触った感じや、くすぐったい感じといった触覚をはじめ、視覚や聴覚にお
いてすら、われわれの身体性と運動の構造が重要なコアをなしていることが知ら
れています。知覚の理論を「運動」を keywordにひもとき、時間のとらえ方、意
識のあり方、といった問題を、シミュレーションによる構成論的なアプローチを
もとに考えようというものです。

参考文献：池上高志「構成論的な知覚と身体性の理解」 子どもと発育発達 Vol.2
No.3 (2004)157.
池上高志「運動と言語進化」科学 Vol.74 No.12 (2004)1379.



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論文題目： 植物の光合成と同様な光エネルギー変換機能をもつ 

      モデル分子系の構築 

     （物理有機化学・光化学） 

指導教員： ○瀬川浩司 

     （○印主指導教員） 

内容説明： 

 植物や光合成バクテリアの細胞内にある光合成蛋白複合体の構造は、

分子レベルで（数オングストロームの精度で）精密にわかっている。

ところが、その光エネルギー変換機能については未解明の部分が多く、

生物学、光物理学、分子科学の融合領域の研究として、脚光を浴びて

いる。こうした研究では、光捕集に関与する組織内でのクロロフィル

分子の秩序配列構造や、電荷分離を行う蛋白の特殊な構造がキーポイ

ントとなる。本研究では、光合成と同じ光エネルギー変換機能をもつ

モデル分子系を人工的に構築し、レーザー分光により研究する。最終

的には、光合成機能をもつ人工的な光エネルギー変換分子システムの

実現（人工光合成）が目標である。 

 

 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論文題目： ナノメートルスケールの分子を用いた量子デバイス 

      の実現にむけた基礎研究 

      (物理化学・分子磁性・分子性導体・電気化学) 

指導教員： ○瀬川浩司 

     （○印主指導教員） 

 

内容説明： 

 半導体微細加工技術はめざましい進歩をとげ、現在ではナノ構造を

もつ量子デバイスまで実現しつつある。さらにその先には、半導体素

子の微細加工限界を越える素子として、分子エレクトロニクスが提案

されている。量子デバイスは、ナノメーターサイズの量子井戸に閉じ

込められた電子の量子効果に基づくもので、その性質は量子力学的に

見れば奇しくも分子に近づいている。π共役系分子などのように量子

化された軌道をもつ分子を量子細線あるいは量子ドットと捉えれば、

これらの分子を秩序配列させた分子系を構築することで、分子間の電

子トンネリングなどを利用した素子構築も実現できる可能性がある。 

 本研究では、ステップワイズにπ共役系分子を繋ぐ分子アーキテク

チャーの手法によりナノメーターサイズの秩序配列構造をもつ分子系

を構築し、そのスピン間の相互作用や電子伝導に関する基礎研究をお

こなう。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論文題目： πラジカルの電子スピンを利用する機能分子の構築 

          (物理化学・分子磁性・分子性導体・光化学) 

指導教員： ○瀬川浩司 

     （○印主指導教員） 

 

内容説明： 

 πラジカルは不対電子をもち、その電子スピン間の量子力学的相互

作用の外場制御が可能になれば、スピンデバイスを分子系で実現する

有力な手段となりうる。当研究室では、π電子系の立体的な直交がπ

ラジカル間のスピン間相互作用にもたらす影響について検討し、いく

つかのπラジカル多量体を含む分子系で多重項πラジカルが観測でき

ることを報告した。研究では、まず基本的なπラジカル間の相互作用

を制御する分子系の構築を行い、電子スピン共鳴によるπラジカル多

重項状態の解析を行う。また、実験結果に基づいて、実行可能な演算

方法の検討を行うと共に、これを応用した新規な秩序配列分子系のデ

ザインを行う。将来的には、いくつかの基本的な演算処理（ＮＯＴ、

ＯＲ、ＡＮＤ、ＮＡＮＤ、制御ＮＯＴなど）を多量体分子系の電子状

態を利用して行うことをめざす。 

 

 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論文題目： 蓄電できる新型太陽電池に関する研究 

     （電気化学、光化学、高分子科学、光機能材料） 

指導教員： ○瀬川浩司 

     （○印主指導教員） 

 

内容説明  

 化石燃料の消費量を減らし炭酸ガスの排出を抑制するため、さまざ

まな代替エネルギーの研究が行われている。光エネルギーを直接電気

エネルギーに変換する太陽電池は有用であるが、シリコンを素材とす

る既存の太陽電池の製造コストが極めて高いことや、暗所で使えない

欠点から、利用が広がっていないのが現状である。最近、有機色素と

酸化チタンを組み合わせた「色素増感太陽電池」が発表され、シリコ

ン系太陽電池に替わる低コスト太陽電池として大きな期待を集めてい

る。この色素増感太陽電池は、カラフルな太陽電池やフィルム型プラ

スチック太陽電池にできる。当研究室では、導電性高分子と色素増感

太陽電池を組み合わせ、太陽電池そのものに光を当てるだけで蓄電で

きる新型太陽電池の開発を行っている。（本研究は、ＮＥＤＯの課題

として行われている。）本研究では、その高性能化について研究する。 

 

 

 

 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論文題目： 自己組織化した分子集合体の物理化学 

     （物理化学、分子集合体、光化学、電気化学） 

指導教員： ○瀬川浩司 

         （○印主指導教員） 

 

内容説明： 

 π共役系を持つ分子の中には「Ｊ会合体」と呼ばれる特殊な構造体

を形成するものがある。Ｊ会合体は、分子集合体全体にわたって非局

在化するエキシトンに由来する極めて先鋭な吸収によって特徴づけら

れる。一方これらは、ある条件下ではＨ会合体など別の種類の構造を

とることもある。Ｈ会合体の場合は、隣接するπ電子系の重なりが極

めて大きいため、古くから電子の良導体としての機能が期待されてき

た。こうしたＪ会合体やＨ会合体は、励起子や電子の輸送ばかりでな

く、その特殊な構造に基づくさまざまな機能が期待される。当研究室

では、クロロフィルに類似した構造を持つポルフィリンが界面で自己

組織化して J 会合体を生じることを報告した。また、条件によりナノ

シート（単分子膜）、ナノファイバー、ナノ結晶などを生じることを

見出した。本研究では、こうした特殊な分子集合体がどのような条件

で生じるのか、また、どのような物理化学的機能を発現しうるのか、

基礎物理化学的研究を行う。 

 

 

 



瀬川浩司 

 

（機能分子科学）：ナノ構造をもつ分子システムに関する物理化学的研究を行う。

具体的研究項目は、光合成モデル分子系や自己組織化した分子集合体の物理化学、 

πラジカル配列分子系の導電性や磁性など、光エネルギー変換から情報変換にわ

たるさまざまな機能分子系に関するものである。このほか、蓄電できる太陽電池

など、エネルギー問題の解決につながる応用研究も行っている。 



2006年度修士論文題目及び内容説明 
 
論文題目： フレキシブル色素増感型太陽電池の高効率化に関する研究 
 
指導教員： ○宮坂 力（TEL 045-974-5055, miyasaka@cc.toin.ac.jp） 
      瀬川浩司（TEL 03-5454-6579） 

（○印主指導教員） 
 
内容説明： 

 ナノテクノロジーのさきがけとして注目される“色素増感型太陽電池”は、
色素の吸収する光エネルギーを半導体ナノ粒子と電解液の接合界面を利用して
電気エネルギーに変換するデバイスである。このユニークな電気化学方式の太
陽電池は光合成の人工モデルであり、そのエネルギー効率は 10％以上とアモル
ファスシリコン太陽電池と競うレベルに来ている。光触媒用の低コストの酸化
チタンを用いて環境にやさしく作れることもメリットである。 
本研究ではこの環境効果を最大限に引き出す方法として、低温下の成膜技術
を使って太陽電池をフレキシブルなプラスチックフィルムに転換し、人工の葉
（synthetic leaf）のような電池を創製することを目指す。本研究室はこのフ
ィルム型色素増感太陽電池の研究ですでに世界トップクラスの効率(５％以上)
に到達しているが、本研究では、さらなる新機能を加えることで、性能向上に
チャレンジする。 
本研究は、企業との連携も活用し次のようなプロジェクト研究として進める。 
➣ 導電性プラスチックフィルム上への酸化チタン半導体膜の低温成膜 
➣ 各種の増感色素を用いたカラフル太陽電池の製作と効率測定 
➣ 集電能力にも優れた大型フィルム太陽電池モジュールの試作 
➣ 色素増感フィルム太陽電池を使った携帯デバイス，液晶 TV 等の駆動実験 



2006年度修士論文題目及び内容説明 
 
論文題目： 蓄電能力をもつ新しい薄型太陽電池の開発研究 
 
指導教員： ○宮坂 力（TEL 045-974-5055, miyasaka@cc.toin.ac.jp） 
      瀬川浩司（TEL 03-5454-6579） 

（○印主指導教員） 
 
内容説明： 

 ベル研究所が世界初の太陽電池を発表した１９５４年からちょうど半世紀が
経過したが、太陽光の電力変換法としてまだ実現できていないものが１つある。
それは発電するだけではなく、その場で蓄電の可能な太陽電池の開発である。
太陽電池は蓄電器がなければ夜間に使うことはできないため、現在市販される
ソーラーパネルは電力会社に売電する方式で使われており、自立型の電源とし
ては役立っていない。本研究では自立型の太陽光発電素子すなわち蓄電の可能
な太陽電池を実現することを目的とする。蓄電型の太陽電池を使えば、電力系
統の全く無い土地や地震や災害で電力インフラを失った非常時においても太陽
エネルギーの利用が可能となり、環境ならびに民間生活への貢献は大きい。 
その場で蓄電できる新しい素子の研究開発に向けて、本研究テーマは２つの
方法でアプローチする。１つは「光によって充電をするキャパシタ」、もう１つ
は酸化還元反応を活用する「光電気化学二次電池」である。２つのテーマでは
半導体のナノテクノロジーに色素分子の光化学を組み合わせたハイブリッド技
術を用いて、光蓄電素子の創製に挑む。２つのアプローチの基盤作りは概ねで
きあがっているため、本年度はそのレベルアップに向けて新しいアイデア、さ
らなる新機能を盛り込んでいく研究にチャレンジする。 
本研究は企業とのコラボレーションも活用しプロジェクト研究として進める。 
➣ 色素増感ナノ粒子にカーボンナノ粒子を組み合わせた電荷蓄積材料の創製
➣ 可視光吸収半導体とカーボンナノ粒子を組み合わせた電荷蓄積材料の創製 
➣ 可視光吸収応答材料と酸化還元ポリマーを組み合わせた光蓄電材料の作製 
➣ 上記の材料を用いて作る光蓄電型太陽電池を使った光蓄電の実験 
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2006年度修士論文題目及び内容説明 
 
論文題目： 光電応答法による新しいＤＮＡセンシングバイオ素子の研究 
 
指導教員： ○宮坂 力（TEL 045-974-5055, miyasaka@cc.toin.ac.jp） 

（○印主指導教員） 
 
内容説明： 

 ＤＮＡを高い感度と定量性を持って検出する素子(チップ)は、狂牛病や鳥イ
ンフルエンザの発病検定など緊急を要する臨床検査には欠かせない技術である。
ＤＮＡやポリヌクレオチドの検出には従来、蛍光標識検出法が用いられてきた。
いわゆる蛍光画像判定によるＤＮＡ分析方法である。しかしながらこの方法は
高感度であるが、定量的な測定ができず、また高価なシステムを必要とするた
めに設置可能な医療機関が限られる問題があり、新しい検出法が望まれている。 
 そこで本テーマでは、定量的かつ安価なシステムを使って検出を行うことを
目的として、電気化学界面での光電子移動を利用した独自の方法でＤＮＡのセ
ンシングを行う。すなわち、光電子移動反応を行う増感色素をＤＮＡに標識も
しくはインターカレート(挿入)させ、色素の光電応答を電気化学的な電流信号
として拾うことによって標的の各種のＤＮＡを光電流信号の波長スペクトルの
形で検出する。多数のＤＮＡが、スペクトルの形を変えて定量的に捕まるとい
う方法である。本研究のバイオアッセイ実験は次のようなプロセスで進める。 
➣ 半導体多孔膜による電極表面の被覆 
➣ 多孔膜へのターゲットＤＮＡ(ポリヌクレオチド）の吸着 
➣ 増感色素標識プローブＤＮＡの複合による二重らせんＤＮＡの形成 
➣ 電極上の色素増感光電流作用スペクトルの検出(ＤＮＡのセンシング) 
  

   電子   
         透明基板電極

参半導体多孔質層

増感色素

色素標識ＤＮＡ

光

電流信号

ターゲットＤＮＡ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2006年度修士論文題目及び内容説明 
 
論文題目： 無機ナノ粒子とポリマーを用いるハイブリッド有機太陽電池の研究 
 
指導教員： ○宮坂 力（TEL 045-974-5055, miyasaka@cc.toin.ac.jp） 

（○印主指導教員） 
 
内容説明： 

 環境にやさしい次世代薄型太陽電池として欧米を中心に活発に研究されてい
るものに有機太陽電池と呼ばれる光電変換素子がある。薄膜シリコンのように
高温や真空を用いずにカーボンナノ材料を含めた有機薄膜をコーティングし積
層する方法で作る薄型太陽電池である。有機薄膜が柔軟であることから基板を
プラスチックとしてフレキシブルなプラスチック太陽電池にできることも利点
の 1つである。 
本研究ではこの有機太陽電池を、半導体などの無機ナノ粒子と有機材料とく
に伝導性ポリマーとの複合層構成によって作製し、太陽の可視光のもとで高い
エネルギー変換効率を達成することをねらいとする。研究室では色素増感酸化
チタン膜に導電性ポリマーを組み合わせた全固体型のセルを作製し、有機太陽
電池としては最高レベルに近い３％の効率を達成している。本テーマではこの
技術をさらに高い変換効率、高い機能性に向けてレベルアップさせるとともに、
導電性プラスチック基板を用いてセルのフレキシブル化にチャレンジする。 
太陽電池の作製と評価は次のようなプロセスで進める。 

➣ 可視光に応答し光電変換を行う無機ナノ粒子による膜形成(電極上) 
➣ 無機ナノ粒子上への電荷輸送ポリマーの被覆 
➣ ポリマー上に対極材料としての炭素系薄膜の設置 
➣ 上記のサンドイッチ型太陽電池の太陽光下での効率評価 
➣ 無機ナノ粒子層とポリマー層の間に各種の電荷輸送中間層を挿入する検討 
➣ 上記構成をプラスチック基板上に設けるフレキシブル太陽電池の作製 
 
 

色素増感TiO2多孔層

対　極

TiO2バッファー層

グラファイト層

7 µm  
<1 µm 

< 1µm 
300 µm 

透明導電性電極

光

 
 
 
 
 
 



2006年度修士論文題目及び内容説明 
 
論文題目： 光機能性分子配向膜を用いる人工網膜素子の創製 
 
指導教員： ○宮坂 力（TEL 045-974-5055, miyasaka@cc.toin.ac.jp） 

池上和志 
（○印主指導教員） 

 
内容説明： 

 網膜の光センシング(視覚情報処理)を担う感光性たんぱく質“ロドプシン”
の類似物質として存在するバクテリオロドプシン bacteriorhodopsin は、バク
テリア(好塩菌)によって作られ、電極上に薄膜として担持すると、網膜に極め
て近い光電気応答を生じる。この電気応答は、光の強度変化にだけ応答し動く
ターゲットを敏感に捕える能力すなわちモーションセンサの機能に対応する。
このユニークな応答は、光プロトン輸送によるｐＨ変化が電極の表面電位を変
じて与える静電的な応答である。 
 この応答機能を持つ素子を画素として配列すると人工網膜素子の作製が可能
となる。研究室ではすでに 256 画素からなる人工網膜をバクテリオロドプシン
を含む天然紫膜を用いて試作しこれを使った動画検出のデモに成功している。
本研究ではこの人工網膜素子を、バクテリオロドプシンのモデル物質である人
工の光機能色素を用いて創製することを目的とする。 
本テーマは次のようなプロセスで進める。 

➣ 感光性色素分子の配向膜の電極上への形成（LB 膜法などを用いる） 
➣ パルスレーザーによる光電応答を使った色素分子配向度の計測 
➣ 配向状態の制御による電気応答の最適化 
➣ 画素アレイ電極に色素膜を固定化して人工網膜を作製する 
➣ 動画のセンシング機能の測定  
 

捕らえた画像

人工網膜素子

 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 
 
論 文 題 目 ： 分析化学的手法を用いた地球環境のゆらぎとサイクルに 

関する研究 

 

指 導 教 員 ： ○松尾 基之 ， 久野 章仁 

（○印主指導教員） 

 

 

内 容 説 明 

 

 環境問題は近年、高濃度汚染による局地的な被害（いわゆる公害問題）から低

濃度汚染による地球規模の慢性被害へと、質的に変化を遂げつつある。環境中に

排出された化学物質はどのような挙動をとり、どのような運命をたどるのであろ

うか。そのことを考える際、忘れてはならない事は、もともと天然においても化

学物質は動いているのであり、ある幅を持ってゆらぎつつサイクルをしていると

いう事である。 

 本研究では、環境化学・地球化学の立場から、環境中における種々の化学物質・

元素の自然の分布とそれに対する人為の影響の解明を目指している。具体的な研

究は、各地のフィールドに出て目的とする環境試料を自らの手で採取することか

ら始まる。実験室に持ち帰った試料は、種々の機器分析法を用いて、その中に含

まれる化学物質・元素の量あるいはその化学状態を精密に分析する。このように

して得られたデータに種々の統計解析法を導入し、大型計算機あるいはパーソナ

ルコンピューターを用いて人為の影響因子の解析を行う。 

 

  フィールドワークに興味を持った学生、環境問題自体に興味を持った学生、化
学分析法・統計解析法に興味を持った学生、いずれも歓迎である。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論 文 題 目 ： メスバウアー分光法を用いた環境評価法に関する研究 

 

 

指 導 教 員 ： ○松尾 基之 ， 久野 章仁 

（○印主指導教員） 

 

 

内 容 説 明 

 

 γ線を固体試料に当て、透過するγ線を検出すれば、試料を破壊することなく

その中身に関する情報が得られる。これは、レントゲン写真を用いて人体を診断

する方法に似ている。５７Ｆｅメスバウアー分光法は、そのようなγ線分光法の一

種であり、５７Ｃｏから放出されるγ線を用い、試料中の鉄原子の酸化状態（０価，

２価，３価など）や磁性（磁石に着くか否か，またその強さ）を選択的に観測す

るのに用いられる。本研究では、そのようなメスバウアー分光法を固体環境試料

に応用する。 

 先行研究では、大気浮遊粉塵や河川懸濁物中のFe２＋／Fe３＋比が人口密集地や
工業地帯で減少することから、Fe２＋／Fe３＋比が環境中における人間活動の影響
評価の際の指標として有効であることを見いだした。また、水田土壌や河川堆積

物中の鉄は、２価の状態のものが多く、これらの土壌中で還元状態特有の化学反

応が進行していることが分かった。 
 なお、解析のためのプログラムは英国の化学者によって開発されたものである

が、当研究室では、パーソナルコンピューター上において新たな解析システムを

構築し、使用している。簡単な解析システムなので、本研究の中で、測定・解析

を一体化したシステムの構築を検討してみたい人も歓迎である。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論 文 題 目 ： 酸性雨に対する土壌の酸中和能と化学組成に関する研究 

 

 

指 導 教 員 ： ○松尾 基之 ， 久野 章仁 

（○印主指導教員） 

 

 

内 容 説 明 

 

 現在、グローバルな環境問題がいろいろと取り上げられているが、酸性雨の問

題は、国境を越えた環境問題として重視されている。我々の研究グループでは、

酸性雨の問題を湖沼水の酸性化、および土壌、岩石、コンクリートの侵食といっ

た面から検討を続けている。 

 大気中には二酸化炭素がおよそ３７０ｐｐｍ含まれており、これが水に飽和す

ると、雨水のｐＨは約５．６となる。そこで通常はｐＨが５．６より小さいとき、

これを酸性雨としている。欧米、わが国でも、現在、ｐＨ４程度の雨が降ってお

り、生態系に対する影響が問題になっている。実際、北欧やカナダでは湖沼水の

酸性化による魚の数の減少、ドイツでは森林の枯死の被害が報告されている。こ

れに対し、わが国では雨の酸性度がこれらの国とほぼ同じ程度であるにもかかわ

らず、被害はあまり顕著ではない。 

 本研究では、日本の土壌の酸中和能に着目し、湖沼水の酸性化を防いだり、樹

木が水を吸うまでに酸性を弱める能力のある土壌とは、どのような性質のもので

あるのかを、土壌の化学的分析によって明らかにする。そのために、日本各地で

土壌採取のためのフィールドワークを行ない、実験室で化学分析および酸性雨に

対するシミュレーション実験を行う。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論 文 題 目 ： 多摩川および干潟底質の環境評価に関する研究 

 

指 導 教 員 ： ○松尾 基之 ， 久野 章仁 

（○印主指導教員） 

 

内 容 説 明 

 

 多摩川は奥多摩湖に源を発し、東京都内および神奈川県との境を流れる代表的

な都市河川である。今日、その流域はかつての畑や水田、丘陵といった風景を一

変させ、首都圏で働く多くの人々の住宅地として変貌してきた。そうした土地利

用の変化とともに、１９６０年代の高度成長期には、多摩川の水が汚れ、中流や

下流部は都市の下水路のような様相を呈するようになった。その後、多くの人々

の努力の結果、水質の改善、河原の自然の保護などが徐々に実行され、今日よう

やく環境の回復のきざしが見え始めてきた。 

 本研究では、環境分析化学の立場から、多摩川および干潟底質の環境評価を行

うことを目的とする。干潟としては、ラムサール条約に登録され人為的汚染が少

ないと考えられる谷津干潟（千葉県習志野市）、および保全について話題になっ

ている千葉県の三番瀬付近などを研究対象とする。具体的作業としては、多摩川

や干潟に出かけて、河川水・懸濁物・底泥を採取し、種々の分析化学的手法（Ｉ

ＣＰ質量分析法、放射化分析法、メスバウアー分光法、Ｘ線吸収微細構造法等）

を用いて、それらの試料に含まれる化学物質の定量および状態分析を行う。この

分析結果から、人間活動に由来する汚染の度合や、干潟の環境を評価する。また、

底泥中に生息するバクテリアを用いて、実験室内にて環境浄化に関するシミュレ

ーション実験も試みる。 
 
  環境問題に興味を持った学生、フィールドワークに興味を持った学生、化学分
析や統計解析法に興味を持った学生、いずれも歓迎である。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論 文 題 目 ： 鉄板のさびを指標とした大気環境のモニタリング 

 

 

指 導 教 員 ： ○松尾 基之 ， 久野 章仁 

（○印主指導教員） 

 

 

内 容 説 明 

 

 現在、我々人類が使用する金属のうちで最も使用量が多いものは、何と言って

も鉄である。しかしながら鉄は、アルミニウム、銅、亜鉛、錫やそれらの合金に

比べて、湿った空気中でさび易いという欠点がある。本研究では、鉄のこのよう

な欠点を逆手にとり、薄い鉄板表面に生成したさびの種類と量を、化学的に分析

することにより、鉄板のおかれた場所の大気や雨水の環境モニタリングを行うこ

とを目的とする。 

 具体的作業としては、厚さ０．１ｍｍ、２５ｍｍ×２５ｍｍの鉄小片を様々な

環境中（高速道路沿い、工業地帯、住宅地、山間部、海岸地帯など）につるして

おき、一定期間後に実験室に持ち帰る。鉄板表面のさびは削り落とさずにそのま

ま、散乱電子メスバウアー分光装置（試料を非破壊のまま、試料中に含まれる鉄

の化学状態の分析を行える分析機器）にかけ、さびの種類を解析する。同じさび

でも、自動車の排気ガスによるものと、海塩によるものではその種類が異なるの

で、それぞれの影響が鉄片の設置地点にどの程度及んでいるかを知ることができ

る。修士課程の２年間に、なるべく多くの地点にこの方法を適用し、有効性を実

証する。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論 文 題 目 ： 堆積岩から推定する古海洋の酸化還元環境 

 

 

指 導 教 員 ： ○松尾 基之 ， 久野 章仁 ， 磯崎 行雄 

（○印主指導教員） 

 

 

内 容 説 明 

 

 堆積岩の一種であるチャートは、ほぼ95％が細粒の石英（SiO２）からなってお
り、その他に少量の鉄鉱物や粘土鉱物を含んでいる。愛知県犬山地域に産する層

状チャートは、古生代／中生代境界（Ｐ／Ｔ境界）直後のトリアス紀の遠洋深海

性堆積物である。Ｐ／Ｔ境界においては、生物大絶滅が報告されており、その原

因となった環境変動を推定する上でこのチャートの分析は重要である。 

 本研究では、固体試料中に含有される鉄の化学状態の決定あるいは鉄化合物の

同定を、非破壊の状態（酸などに溶解しないということ）で行うことのできる、

５７Feメスバウアー分光法を主要な手段として用いる。すなわち、チャートに含ま
れる鉄の酸化還元状態が、堆積後の変性作用に左右されず、堆積当時の状態を反

映することを利用し、鉄をプローブとして、古海洋の酸化還元環境を推定する。

また、元素の種類によっては、酸化還元状態の違いにより、溶出したり沈殿した

りするものもあり（たとえばウラン、マンガン、硫黄など）、これらの元素分析

の値も併せて利用し、さらに正確な古海洋の酸化還元環境の推定を試みる。 

 最終的には、岩石試料の年代以降、すなわち３８億年前以降の海洋の酸化還元

環境の変動の様子を明らかにすることを目指す雄大な研究テーマである。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 
 

論 文 題 目 ： 

昆虫と植物の相互作用の進化 
 

指 導 教 員 ： 
 （○印 主指導教員） 

○嶋田 正和  

 

内 容 説 明 

 
 昆虫は地球上で記載された生物種の 3/4 を占め、非常に多様な生活史を示す。特

に、餌として利用する植物との相互関係は、進化・系統の観点から見ると、大変興

味深い。本研究では、植食性昆虫を対象として、まず以下の実態を把握する。 
・ どのように植物を利用しているか？ 
・ 寄主植物を利用するとき、どのような空間分布が見られるか？ 
・ 昆虫の季節消長の実態は、どのように寄主植物に依存しているか？  
・ 生活史には、どのような地理的変異が見られるか？  
・ 昆虫の近縁種どおしを比べると、それらの寄主植物との系統関係には、ど

のような対応が見られるか？ 
 
これらの実態把握を基礎として、生活史の進化や、寄主利用の行動生態学、昆虫と

植物の相互作用の進化、分子系統による解析など、さまざまなテーマを開拓して研

究する。 
 特に材料の希望のない場合には、植物との相互作用に高い種特異性が見られるマ

メゾウムシとマメ科植物を勧める。 
 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

論文題目： 

 

          動物の社会行動と協力の進化ゲーム 

 

指導教員： 

 （○印、主指導教員） 

            ○嶋田 正和  

 

内容説明： 

 本研究では、進化のゲーム理論の発想に基づく進化的に安定な戦略（競争状況下

での最適戦略）の観点から、動物の繁殖や社会行動における協力（cooperation）

の発生とその解消に関する意思決定ゲームを研究する。主に文献調査に基づく動物

の示す実態把握と、それを対象としたモデル構築／シミュレーション解析からアプ

ローチする。 

 

社会行動の進化ゲームの切り口 

 

 動物の社会性は、まさに進化ゲームの戦場である。以下の問題を研究する。 

  ・利他行動はどのような状況で進化するか？ 

  ・利他行動は血縁者に限って進化するのか？（そうではないはず） 

  ・血縁関係にない相手と協力するには、どのような条件が必要か？ 

  ・何のために、どういう相手と群れをつくるべきか？ 

  ・いかなるときに群れを解消すべきか？ 

 

 動物の社会行動に関する強い興味・勉強する意欲と、シミュレーション解析する

ための最低限のプログラミング技術を要求する。それ以外のことは、研究室に入っ

てから随時教える。ほとんどは英語で書かれた論文やテキストで勉強する。 

 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

論文題目： 

 

        生物多様性の進化理論：絶滅と種分化がもたらすもの 

 

指導教員： 

 （○印、主指導教員） 

            ○嶋田 正和  

内容説明 

 

 生物集団は、環境の変化や侵入生物などの影響により、ある地域から絶滅する危

機にしばしば見舞われる。しかし一方で、状況の変化は新しい環境を与え、それに

適応する過程で生物の種分化も生じる。変化する環境では、生物集団の絶滅も起こ

る代わりに、一方では、急速に個体群が分化し、進化し、新たな生物間相互作用を

自律形成していくのも、また生物集団の特性である。 

 本研究では、最近注目を浴びている生物多様性に焦点を当て、進化的時間スケー

ルで生物多様性を変化させる2つの過程である絶滅と種分化の繰り返される進化シ

ミュレーションを行う。それをもとに、以下のような具体的な課題を通して、生物

多様性の進化理論を構築する。 

 

(1)環境変動はどのように種分化と絶滅に影響するか？ 

(2)集団サイズは種分化と絶滅の双方に大きく効く。分集団構造を持つ環境と、

連続した大集団とで、種分化と絶滅の速度はどのように変わるか？ 

(3)海洋の群島のように、相互に隔離された分集団構造を持ち、生物の移住で緩

くリンクした生態系では、なぜ爆発的な速さで種分化が進行するのか？ 

(4)多様性と生産性（個体数密度）の間には、進化的にどのような関係が生じて

くるのか？ 

 

数値シミュレーションを遂行できるプログラミング技術は最低限必要。進化と絶滅

に関わる集団遺伝学の勉強は、研究室に配属されてから随時教える。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 
 

 

論文題目： 

 

昆虫における資源奪い合いの進化ゲーム 
 

指導教員： 

 （○印、主指導教員） 

                     ○嶋田 正和  

内容説明： 

 

 昆虫には、葉・種子などユニット状の資源を利用する際に、複数個体で利用し始

めても１匹だけが競争に勝ち残り、資源を独占して大きく育つタイプがいる（コン

テスト型、勝ち残り型）。反対に、複数個体どおしが資源を分け合って育ち、密度

が高いときには共倒れを起こしかねないタイプ（スクランブル型、共倒れ型）もい

る。マメゾウムシ科の昆虫は、1 粒の種子内が幼虫にとっての全空間で、典型的な

ユニット状の資源を利用する動物である。マメゾウムシ科には、上記の双方のタイ

プが見られ、さらに、ヨツモンマメゾウムシのように、同一種でも地域集団によっ

てコンテスト型からスクランブル型まで種内変異を示す種もいるため、このテーマ

の研究には適した材料である。 

 資源の奪い合い行動は、集団の個体数動態に大きく影響することは従来より知ら

れていた。しかし、どういう条件でどんなタイプが進化するかに関しては、単純な

進化ゲームモデルがいくつかあるものの、実態と合わない面が多く、まだ未解決で

ある。本研究では、個体別の資源配分スキームに基づき、資源ユニット内の個体ご

との適応度の期待値を計算するモデル化を試みる。それにより、適応度が最大化さ

れるコンテストの度合い（進化的に安定な戦略、ESS）とその進化条件を明らかに

したい。進化のゲーム理論に基づくモデルの数値計算だけでなく、マメゾウムシな

どの材料を対象に、実験など併せて行うことを奨励する。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明
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2006年度修士論文題目および内容説明

論文題目
葉緑体におけるクロロフィル生合成酵素の複合体形成とその調節

指導教員
○増田　建（○印は主指導教員）

内容説明
　クロロフィルは光合成色素としてアポタンパク質と結合することで、葉緑体
において、主に光化学系Ⅰ、Ⅱおよびそれぞれの光捕集アンテナ複合体よりな
る、光合成光化学系を構築している。またクロロフィルの前駆体が、葉緑体由
来のシグナル分子として核コードの光合成遺伝子の発現制御に関わるとの報告
が成されている。このような葉緑体内における光化学系へのクロロフィルの分
配や葉緑体から核へのクロロフィル前駆体の放出は、クロロフィル生合成酵素
が調節していると考えられる。私たちの研究により、クロロフィル生合成酵素
が葉緑体膜状で複合体を形成することにより、クロロフィル代謝の流れを決め
ているモデルが提案された。そこで、本研究では酵母ツーハイブリッド法や免
疫沈降法を用いて、クロロフィル生合成酵素の複合体形成を明らかにするとと
もに、クロロフィル代謝に変異を来した変異株における複合体形成のメカニズ
ムを明らかにすることで、その調節機構を明らかにすることを目的とする。実
験では、生化学・分子生物学的手法を用いて行うため、これらについての基本
的な知識と実験手法を習得していることが望まれる。



2006年度修士論文題目および内容説明

論文題目
酸化還元レベルによる葉緑体でのテトラピロール生合成酵素の活性調節機構

指導教員
○増田　建（○印は主指導教員）

内容説明
　葉緑体内の酸化還元レベルは光合成光化学系の活性などに応じて変化する。
また葉緑体内における多くの酵素活性は、この酸化還元レベルの変化に応じて
調節されることが知られている。この調節には、酸化還元レベルを感知し、標
的タンパク質に伝達する、チオレドキシンなどのタンパク質により行われてい
る。最近、チオレドキシン標的蛋白質のプロテオーム解析により、葉緑体での
テトラピロール生合成系の制御段階を担う複数の酵素がチオレドキシン標的タ
ンパク質の酵素として見出された。この結果は、クロロフィルやヘムなどの生
合成系も、葉緑体内の他の代謝系同様、システマチックな制御を受けることを
示唆している。そこで本研究では、葉緑体内の酸化還元レベルによる葉緑体機
能制御の解明を目的として、テトラピロール生合成酵素のチオレドキシンによ
る活性調節機構の解明を行う。実験では、組み換えタンパク質およびその変異
体を用いて、チオレドキシンによる酸化還元状態の変化、活性、および複合体
形成について解析を行う。実験では、生化学・分子生物学的手法を用いて行う
ため、これらについての基本的な知識と実験手法を習得していることが望まれ
る。
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２００６年度修士研究論文題目の説明 
 
 
論 文 題 目 ： 最近６億年間の海洋環境の永年変化 
 
指 導 教 員 ： 磯崎 行雄○・松尾 基之 
 
内 容 説 明 ：  
 
 地球史４６億年の中で、顕生代と呼ばれる最近６億年の部分は化石記録が豊  
富で、生物の多様化／複雑化あるいは大型化の歴史が詳しく解明されている。  
しかし、それらの進化がおきた現場である各時代の地球海洋の性質の変化は、  
必ずしも明らかになっていない。例えば、海水の塩分濃度、酸化還元電位、同  
位体組成などの詳細は不明である。本研究では、過去の海洋に堆積した岩石／  
地層を用いて、古い海洋の性質を時間連続的に解読することを試みる。中で  
も、生物界に大きな変化が起きたタイミングに焦点を当てる。具体的には、す  
でに世界各地から採取した試料を用いて詳細な化学分析を行う。 
さらに必要に応じて追加のサンプリングを行う。 
 
参 考 文 献： 
   丸山茂徳・磯崎行雄「生命と地球の歴史」岩波新書, no.543 (1998) 
   熊沢峰夫ほか編「全地球史解読」第６章. 東大出版会(2002) 
   http://esa.c.u-tokyo.ac.jp/earth/ 



２００６年度修士研究論文題目の説明 
 
 
論 文 題 目 ： 史上最大規模の生物大量絶滅の原因解明 
 
指 導 教 員 ： 磯崎 行雄 
 
内 容 説 明 ：  
 
 ４６億年に及ぶ地球史のなかで、化石が多産する最近５.５億年間に主要な  
生物大量絶滅事件が５回おきた。恐竜やアンモナイトが絶滅した６５００万年  
前の事件の原因が小天体の衝突にあったことが解明されたが、それをはるかに  
上まわる大規模な絶滅事件が２.５億年前（古生代・中生代境界）でおきた。  
これまでの研究で、地球内部に起因する異なったメカニズムでひきおこされた  
可能性が指摘されており、いま最も注目されている研究テーマの一つである  
が、その原因やメカニズムはまだ十分明らかにされていない。 
 本研究では、それらの事件の唯一の記録媒体である、当時の海底に堆積した  
地層を様々な地質学的・地球化学的手法で解析し、当時の生物群の変化や地球  
表層環境の変化を解明し、それを引き起こした原因の探求を試みる。具体的に  
は、日本国内また世界各地（北米、中国、ロシア、アフリカ etc.）へ野外調  
査に出かけ、岩石試料採取を行い、研究室内でそれらの分析を行う。 
 本研究は、我々人類がすむ地球環境フレームワークをどのように理解するの  
かということと深く関係している。 
 
参 考 文 献： 
   丸山茂徳・磯崎行雄「生命と地球の歴史」岩波新書, no.543 (1998) 
   熊沢峰夫ほか編「全地球史解読」第６章. 東大出版会(2002) 
   http://esa.c.u-tokyo.ac.jp/earth/ 



２００６年度修士研究論文題目の説明 
 
 
論 文 題 目 ： 原生代／顕生代境界事件の研究 
 
指 導 教 員 ： 磯崎 行雄 
 
内 容 説 明 ：  
 
 約 7.5-6億年前の地球で、当時の地表が赤道域まで凍りつく全球凍結という  
異常な氷河時代がおきたことが最近明らかになった。この事件の直後に、大型  
生物や硬い殻をもつ生物が出現し、それまでのバクテリア主体の地球生命圏の  
様子が大きく変わった。また大気の酸素分圧も急激に増加した。 
 本研究では、唯一の記録媒体である、当時の海底に堆積した古い地層を様々  
な地質学的・地球化学的手法で解析し、当時の生物群の変化や地球表層環境の  
変化を解明し、それを引き起こした原因の探求を試みる。具体的には、世界各  
地（北米、欧州、ロシア、 中国 etc.）へ野外調査に出かけ、岩石試料採取を  
行い、研究室内でそれらの分析を行う。 
 本研究は、我々人類がすむ地球環境フレームワークをどのように理解するの  
かということと深く関係している。 
 
 
参 考 文 献： 
   熊沢峰夫ほか編「全地球史解読」第６章. 東大出版会(2002) 
           http://esa.c.u-tokyo.ac.jp/earth/ 



        ２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論 文 題 目：      非球対称天体の構造と安定性 

 

指 導 教 員：     江里口良治 

 

内容説明：  

  私の研究室での主要な研究対象は、回転していたり連星系をなしている恒星です。恒

星が回転していたり、その周りに別の恒星やディスクがあったり、強い磁場があると、構

造が単純ではなくなり、平衡状態を求めること自体が難しくなります。そこで、第一には、 

   平衡状態を求めるための計算方法の開発とその応用 

が課題です。これは、たとえば、１）ブラックホールのまわりの重いディスクの構造と時

空を求めたり、２）連星中性子星の準定常状態の構造を求めたり、３）回転している高温

のコンパクト星の構造を求め、ゆっくりとした時間尺度で中性子星を形成する新しい中性

子星の形成過程を追い、Thorne-Zytkow 天体と呼ばれる天体の存否を調べたり、といった

ことがあります。また、４）高速回転星の熱的な構造を求めるために、子午面内の流れを

含めて恒星の内部構造を解き、回転星の進化を研究するための基本的な道具立てを作ろう

という計画も始めたいと思っています。さらに、天体では磁場の影響が至るところに見ら 

れますが、５）磁場をもつ中性子星の構造を求めるという研究も開始し、様々な形状が求

まり始めています。 

   こうした平衡状態や定常状態が求まると、それらの安定性が問題となります。そのた

めの解析法は理論的には知られていましたが、実際に数値計算によって求めることは意外

に難しく、数年前までは誰もきちんとした結果を系統的に出すことができませんでした。

私の研究室では、数年前にかなり強力な数値計算法を開発することに成功し、様々な安定

性を調べ、いくつもの新しい不安定性を世界に先駆けて見いだしてきました。その安定性

の解析法は、ニュートン重力の場合から一般相対論的な場合への拡張もなされ、今後はさ

らに広い範囲での安定性・振動の解析を行っていく予定です。つまり、第二の課題は、 

       平衡状態の安定性の解析 

ということになります。 

  私の研究室に入学した場合には、以上に述べたことのどれかを中心として研究をして

いくことになると思います。 

 

  質問は電話(03-5454-6610)でも、email(eriguchi@esa.c.u-tokyo.ac.jp)でも受け付け

ます。 

mailto:eriguchi@esa.c.u-tokyo.ac.jp
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����年度修士論文題目及び内容説明

論文題目� ブラックホールや中性子星の形成、合体 �仮�

指導教員� 柴田 大 �しばた まさる� ○

内容説明�

超新星爆発やγ線バーストといった天体現象が、近年たびたび観測され

るようになった。これらの現象には、大質量星の重力崩壊および中性子星

やブラックホールの形成といった一般相対論的現象が付随している。こう

いった一般相対論的かつダイナミカルな天体現象を理論的に明らかにする

ためには、数値シミュレーションが必要不可欠である。当研究室では、一

般相対論的数値シミュレーションを実行し、上述のような高エネルギー天

体現象を解き明かすことを目指している。具体的な研究対象は、以下のい

ずれかである�

● 回転する大質量星の重力崩壊によるブラックホールや中性子星の形成

● 回転する中性子星のブラックホールへの重力崩壊

● 高速回転する中性子星の振動および非軸対称変形

● 連星中性子星の合体

● 超巨大ブラックホールの形成

● ブラックホール連星の公転平衡状態

● ブラックホールと中性子星からなる連星の平衡状態

● ブラックホールによる中性子星の潮汐破壊

● ブラックホールや中性子星周りの降着流やジェット

ところで、これらの現象では、重力波やニュートリノが大量に発生し得

る。そこでそれらの放射量を見積もり、観測可能性を吟味することもテー

マとなる。
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２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

 

論文題目：１９世紀後半の日本の造船技術あるいは他の分野の技術     

にかかわる問題 

 

 

指導教員：○安達 裕之 

（○主指導教員） 

 

 

内容説明：１９世紀後半の日本の技術は、近代西欧技術の移植と在  

来技術の和洋折衷化を特色とし、いわゆる日本の近代化を考え  

るうえで重要である。具体的な論文題目については学生と話し  

合ったうえで決める。なお、問題の性格上、文書を読めること  が

望ましい。 

 

 



２００６年度修士論文題目の説明 
 
 
論 文 題 目 ：   建築における図の使用に関する研究 
                     １）創造手段としての図 
 
指 導 教 員 ：  ○加藤道夫 横山ゆりか 
 
内 容 説 明 ： 
 建築の分野では、さまざまな形で図が利用されてきた。第１に創造手段としての図、第

２に設計・施工段階での設計内容や建築的考え方の伝達手段としての図、第３に建築にか

かわるさまざまな事項、要素の事後的伝達・記録手段としての図が考えられる。もちろん、

一つの図が以上の複数の機能を担うことも多い。 
 第１の手段として用いられる図は、一般にデザインスケッチ、あるいは、スタディドロ

ーイングと呼ばれる。このような図が建築設計という創造行為にどのように機能するかを

探るのが研究テーマである。 
 第１の方法は、残されたデザインスケッチを系統的に整理し、これらの図がどのような

順序で描かれたのかを推定し、その設計プロセスを明らかにするというものである。資料

として、ル・コルビュジエ、ミース・ファン・デル・ローエ、ルイス・カーン、アルバー・

アアルトのアーカイヴと呼ばれる設計資料集成が利用できる。 
 第２の方法は、現在、建築設計を行っている建築家を訪ねて、設計手段としてどのよう

に図を使用するかをヒヤリングし、設計過程で作られた図を提供してもらい、それを下に

設計手段としての図の働きを明らかにするというものである。この場合、研究対象者は複

数の建築家となろう。 
 第３の方法は、建築設計の初心者と熟練者における建築設計における図の使用法の違い

を明らかにすることである。建築学科進学間もない学生の建築設計と修士学生の設計方法

の比較研究が考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



        ２００６年度修士論文題目の説明 
 
 
論 文 題 目 ：   建築における図の使用に関する研究 
                     ２）設計施工段階での伝達手段としての図 
 
指 導 教 員 ：  加藤道夫 
 
内 容 説 明 ： 
 建築の分野では、さまざまな形で図が利用されてきた。第１に創造手段としての図、第

２に設計・施工段階での設計内容や建築的考え方の伝達手段としての図、第３に建築にか

かわるさまざまな事項、要素の事後的伝達・記録手段としての図が考えられる。もちろん、

一つの図が以上の複数の機能を担うことも多い。 
 第２の手段として用いられる図には、１）基本設計図（ショードローイングあるいはプ

レゼンテーションドローイング）と呼ばれる、設計の基本的考え方を伝える図、２）実施

設計図と呼ばれ、実際に建設するため描かれ、設計内容の詳細と建設方法まで指示する、

主として施工者や契約者に伝達する図、３）主として施工過程で描かれる施工図がある。

 この内、２）、３）は建築的専門知識が必要となるので研究対象とはしない。 
 １）については事後的に描かれるものもあるが、とりあえず、基本設計図を設計過程で

描かれるものと仮定し（詳細な吟味は研究過程で行う必要がある）、これを資料として、

伝達内容と表現法の関係を明らかにすることが研究テーマである。表現法の違いとして、

投影法、投影方向、（透視図においては視点）、色彩、縮尺等が考えられる。表現法の選

択は時代、場所、作家によって異なっており、その比較研究、あるいは史的研究を行う。

また、建築設計初心者と熟練者の図の比較研究もテーマとなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



        ２００６年度修士論文題目の説明 
 
 
論 文 題 目 ：   建築における図の使用に関する研究 
                     ３）事後的伝達・記録手段としての図 
 
指 導 教 員 ：  加藤道夫 
 
内 容 説 明 ： 
 建築の分野では、さまざまな形で図が利用されてきた。第１に創造手段としての図、第

２に設計・施工段階での設計内容や建築的考え方の伝達手段としての図、第３に建築にか

かわるさまざまな事項、要素の事後的伝達・記録手段としての図が考えられる。もちろん、

一つの図が以上の複数の機能を担うことも多い。 
 第３の手段として用いられる図には、１）施工終了直後の状態を記録する竣工図、２）

設計図の残されていない建物や地域の調査図、３）設計建物や建築的考え方の説明図、４）

旅行スケッチ等がある。 
 ここでは、竣工後の建物や作家の建築的考え方を紹介するため、事後的に発表された図

を研究対象とする。これらの図は事後的に制作される場合もあるし、設計過程で制作され

たものもある。しかし、設計過程で制作された図も何らかの選別が行われて発表されたと

考えることができ、事後的な意図の反映と見ることができよう。事後的に発表されるもの

には写真や各種の映像も含まれる。従って、各種のメディアを通じてどのように建築的意

図が表現されるかを調査し、時代、地域、個人による差異を明らかにすることが研究テー

マである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
２００６年度修士論文題目の説明 

 
論 文 題 目 ：   中央卸売市場の現状と将来 
指 導 教 員 ：  加藤道夫 
 
内 容 説 明 ： 
 現在，中央区築地にある中央卸売市場は豊洲地区への移転が計画されている。本研究で

は，現在の市場の持つ豊かな空間特性を将来計画に反映させるべく，その現状調査を行い，

卸売市場のあり方について考察する。なお，場内市場だけでなく，場外市場の現状と将来

についても検討を行う。 
 本研究では，計画レベルより，使用者による空間利用の仕方に注目する。したがって，

まず，現地での実測と聞き取り調査により現状把握を行い，その上でその将来構想に向け

た提案を行う。調査にあたっては，現市場の前にあった日本橋市場も対象とし，都市環境

の変化と市場の関係や需要の変化に伴う市場の変化に加えて，市場の持つ歴史的意味も考

慮する。 
 なお，当研究は，卸売市場という対象の特性を考慮して，遅くとも朝６時までに築地市

場に行ける必要がある。 
 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論文題目： 人間の２-３次元図形処理に関する研究 
 

指導教員： 

（◯印主指導教員） 

 

◯鈴木賢次郎 

 

内容説明 

 

 人間は幼児の段階から３次元の立体形状を２次元の図として表現し、ま

た逆に、これらの図を見て、もとの立体形状を理解することができる。この

ことからもわかるように、図は人間にとって極めて自然、かつ、優れた３次

元図形情報の表現手段であり、太古の昔から用いられてきた。近年では、

マルチメディアの発達により、ますます多用されるようになってきている。し

かし、幾何学的には、２次元の図に奥行方向の情報を表すことは不可能

であり、図からそこに描かれた３次元立体を一義的に決定することはでき

ない筈である。それにもかかわらず、人間が図から立体を理解できるのは、

人間の有する高度の２-３次元図形処理能力によるものと考えられる。 

 この研究では、計量心理学的アプローチ（空間課題を多数の被験者に

実施し、その結果を統計的に解析）、情報処理的アプローチ（空間課題を

被験者が解く過程をアイカメラによる注視点分析、プロトコル分析等により

解析）等の実験的手法により、人間の２-３次元図形処理能力に関する理

解を深めることを目標とする。また、これらの基礎研究の応用として、マル

チメディアを利用した図形教育用ＣＡＩ（計算機援用教育）システムの開発

を行う。 

 修士課程では、これらに関連した研究テーマから、諸君の興味に応じた

適当な部分を選んでこれを研究する。 

 

 



����年度修士論文題目及び内容説明

論文題目 「場」と「役割」の計算モデルの研究

指導教員 ○玉井哲雄・川合慧・山口泰・増原英彦 �○印主指導教員�

内容説明 アスペクト指向ソフトウェア開発が注目を浴びているが，こ
れは構築するソフトウェア・システムを複数のアスペクト �局面�で捉え
て，それらを統合するという発想に基づく．本研究では，これまでのア
スペクト指向と異なり，オブジェクト群がそれぞれ「役割」を持って協調
動作する「場」という概念を提出し，その組合わせでシステムを構築す
るという新しい計算モデルをつくる．オブジェクトは場に参加して役割
を獲得することで，適応的に成長変化する．すでに�������モデルという
名の原型モデルはできており，そのモデルに基づく言語 �������	の言語
仕様も作成され，簡単な処理系が作られているが，さらに多様で実際的
な例題を記述してモデルの精緻化を図り，その実用化を目指す．



����年度修士論文題目及び内容説明

論文題目� オブジェクト進化と生態論に関する研究

指導教員� ○玉井哲雄・池上高志・山口泰 �○印主指導教員�

内容説明 オブジェクト指向に基づくシステムは，オブジェクトという
意味的なまとまりのある単位を要素とし，それらの間で作られる構造に
よって全体が構成される．システムは運用環境の中で変化していくが，そ
の変化はオブジェクトの生成・消滅，個々のオブジェクト内の構造変化，
およびオブジェクト間の構造変化からなる．また，グローバルなネット
ワークの発達に伴ない，オブジェクトはインターネット上で移動し，あ
るいはライブラリやパターンとして流通することにより複数のシステム
に組み込まれるという形で増殖したり，機能が陳腐化することで滅亡す
るという状況も進んでいる．このようなプロセスは，生命体の進化や生
態系プロセスと類似する面がある．
本研究では，そのような生命システムとのアナロジーを指針としなが

ら，実際のシステムを事例として取り上げ，その時系列的な変化を実証
的に分析することにより，オブジェクトの進化モデル，さらには情報生
態系モデルの構築を目指す．



����年度修士論文題目及び内容説明

論文題目 サービス指向ソフトウェアの構築法に関する研究

指導教員 ○玉井哲雄・川合慧・山口和紀・増原英彦 �○印主指導教員�

内容説明 現在では，きわめて広い範囲のサービスが，
��のブラウザ
を介してアクセスできるものとして提供されている．それらを実現する
ソフトウェアは，クライアント側，サーバー側，バックエンドのデータ
ベースの 
者が相互作用して動作するものとして構築されなければなら
ない．そのようなシステムをいかに開発するかは，従来のソフトウェア
技術のみでは対応できない新たな課題といえる．
すでに，���ベースでサービスを提供するためのプロトコルである

����や，それに関連したサービス定義言語（
����，サービスフロー
言語（
����などが提案されているが，新しい分野のため技術が流動的
であり，どのような基本的アプローチによってシステムを構築していけ
ばよいか，明確な指針がない状況である．
本研究では，最新の技術動向を踏まえながら，具体的なパイロット・シ

ステムを構築し，このようなタイプのシステムの構築方法を探究する．



����年度修士論文題目及び内容説明

論文題目� 信頼性の高いコンポーネント技術の開発に関する研究

指導教員� ○玉井哲雄・山口和紀・増原英彦 �○印主指導教員�

内容説明 ソフトウェア・システムの開発において，コンポーネントに
基づく再利用性の高い構築方法を適用することに広く関心が集まりつつ
ある．すでに研究レベルにとどまらず，���の �	�，マイクロソフトの
���，���の�����といった製品や標準が出され，実用化も進めら
れている．
コンポーネント・ベースの開発を有効にするためには，コンポーネント

の信頼性の確保が必須である．形式的な検証手法の中で，モデル検査手
法は，形式言語で記述されたシステム仕様の振る舞いに関する検証技術
として，その有効性が注目されている．そこで本研究ではコンポーネン
ト技術とモデル検査技術を融合し，コンポーネントの振舞いに関する性
質を検証することを目指す．すでに �	������������ 	� � ������フレー
ムワークの仕様にモデル検査を適用してその曖昧性を指摘するなどの研
究成果を得ており，それらをベースに
��サービス・ソフトウェア関連
への適用などを図る．



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論 文 題 目  

 

 イノベーションシステムの研究 

 

指 導 教 員   

 

 ◯ 丹羽 清 （◯印主指導教員） 

 

内 容 説 明  

 

 国の科学技術や産業における競争力の強化，あるいは，新産業の創出には，効果的なイ

ノベーションシステムの構築が必要である．ここで，イノベーションとは，新技術や新製品，或

いは，新生産方式の開発（一般的には技術革新とよばれる）だけでなく，新制度，新市場，

新ビジネスモデル，新販売法，新資源供給源，新組織の開拓などの広い範囲を対象とする．

従って，本研究は，例えば， 

 ・国家技術戦略と国家研究開発プロジェクト 

 ・産官学共同研究体制や技術転移 

 ・ベンチャー企業 

 ・NPO型研究組織 

 ・オープンソース型研究開発 

      ・科学技術の国際協力 

等を対象とする． 

 本研究においては，日本における実証的分析や国際比較等を行い，日本における科学

技術政策や産業技術政策立案に資する基本的知見の獲得とその体系化を目指す． 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

 

論 文 題 目  

 

 創造的認知の研究 

 

指 導 教 員   

 

 ◯ 丹羽 清   （◯印主指導教員） 

 

内 容 説 明  

 

 最近，認知科学において，創造性への新しい研究アプローチとして「創造的認知」が注目

されている．これは，心理学的な実験を創造的思考の研究に適用する方法を工夫し，実験

により創造のプロセスや、それに対する制約の影響を明らかにすることを目的としている。 

 本研究はこの「創造的認知」研究の一環として，個人の比較的単純な創造的活動に対す

る実験を試み、人間個人の創造活動プロセスの解明を目指す．さらに同時に、グループや

組織で行う研究開発や各種の協調活動に対してそれらを「創造的」に行わせることを支援す

る新しいマネジメント体系の構築に向けた研究の展開も図る．このように，認知科学と研究開

発マネジメント論の２つの異なる視点から研究を進めるところに本研究の特徴がある． 

 具体的な研究例として、 

  ・創造的認知と新製品アイデア創出への応用 

  ・実施懸念を考慮した創造過程の研究 

  ・アイデア生成過程におけるユーザ制約付与の有効性 

などがある。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

 

論 文 題 目  

 

 組織における知識マネジメント（組織知能）の研究 

 

指 導 教 員     

 

◯ 丹羽 清 （◯印主指導教員） 

 

内 容 説 明  

 

 人工知能や知識工学に端を発した知識情報論は，研究の対象を人間個人の知的活動

だけでなく、企業や各種のコミュニティなどの人間組織の知的活動にまで拡大してい

る．そこは，情報工学，認知科学，経営学，システム論，組織論、コミュニティ論な

どの境界領域に位置し，学際的な研究の取り組みが期待されている． 

 本研究では，組織の知的活動に特有の新たな課題（複数人間による知識の生成／伝

達／変換／蓄積等や複数人間によるコラボレーション）の分析とモデル化，さらに，

進んでは，知的組織のための知識体系構築法やその運営法の形成までを視野に入れて，

新たな学問分野である「知識マネジメント」や「組織知能論」の確立に寄与すること

を長期的な目標とする．その一環として，例えば， 

  ・研究者集団における組織知能向上のための情報システムの開発 

  ・「アイデア発展の場」のコンピュータシミュレーション 

  ・複数組織間の提携に着目した「組織間知能」の研究 

などのテーマがある。 



２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

 

論 文 題 目  

 

 技術経営と研究管理に関する研究 

 

指 導 教 員   

 

 ◯ 丹羽 清 （◯印主指導教員） 

 

内 容 説 明  

  

 キャッチアップ型成長の終焉と，情報化社会の進展に伴い，わが国産業の付加価値

の源泉は「物をいかに効率的に作るかを対象とする生産技術」から「何を作るべきか

を対象とする研究開発」に移行している． 

 したがって，研究開発をどのように進めるべきかを対象とする「研究管理」の研究

や，技術を企業戦略の観点から体系化する「技術経営」の研究が要求されている． 

 本研究においては，研究戦略の策定，アイデアの模索・発展，研究テーマの提案・

展開，構想立案型人材の育成と活用，研究の計画，研究の評価，マーケティングと研

究開発との協力，事業戦略と研究戦略との統合等の諸側面に関して， 

  ①知識管理（「知識マネジメント」） 

  ②意思決定支援 

などの観点等から、日本の企業における実証的研究をまず実施する．ついで，米国，

欧州，アジア等との比較研究も行いたい．  



２００６年度修士論文題目及び内容説明

論文題目　模擬市場実験と人工市場シミュレーションの融合

指導教員　○植田一博

内容説明

近年激しい変動を経験している株式市場や外国為替市場では，市場参加者である人間の心
理が価格に与える影響が注目されている．これに対して，合理的な人間の存在のみを仮定
する伝統的な経済理論では，このような市場参加者の心理的側面が軽視されてきた．
そこで本研究では，コンピュータ上に，様々な見通しや戦略をもったエージェントが参

加し取引を行う人間臭い金融市場を作ることを考える．具体的には，コンピュータプログ
ラムで表現される仮想的なディーラが，適応学習と相互作用を繰り返しながら外国為替の
取引を行っていく人工市場を計算機上に構築する．そしてシミュレーションによって，急
激なレート変動などの創発現象が生じることを確認し，そのようなマクロな現象と人間の
意思決定というミクロな要素との関連を明らかにすることを目指す．
人工市場における価格変動を現実市場の価格変動と比較できるようにするための条件

は，(1)実際の市場参加者の意思決定のあり方が人工市場モデルのエージェントに再現さ
れている，(2)人工市場の取引制度が現実のそれを反映している，ことだと考えられる．
前者を解決するには，実際の市場参加者の意思決定のあり方が明らかにされる必要が

あるが，本研究ではこの問題に，模擬ディーリング実験を通じて挑む．模擬ディーリング
とは，相互につながったコンピュータ上で数十名程度の参加者が仮想的な外国為替の取り
引きを行う実験である．これまでの予備実験の結果から，プロのディーラは，2002年の
ノーベル経済学賞受賞者であるKahnemanらが明らかにした意思決定バイアスを部分的
に回避していることが示されている．最終的には人工市場モデルのエージェントに実装
し，為替レート政策の支援に向けた意思決定支援システムの構築を目指す．



２００６年度修士論文題目及び内容説明

論文題目　創造的思考とコラボレーション

指導教員　○植田一博

内容説明

我々は常に創造的 (creative)でありたいと願っているが，「創造性」とはどのようなことを
言うのであろうか？ 古くから心理学をはじめとして，哲学や科学論などさまざまな分野
で創造性に関する議論が行われ，いくつかの理論が提唱されてきた．特に，近年，認知
心理学・認知科学の分野において，科学者が行う発見（科学的発見）や，創造的問題解決
における「閃き」(insight)の，参与観察や実験に基づく解明が進められている．本研究で
は，創造的問題解決を可能にする要因を探るために，できるだけ現場の科学的発見や製品
開発に近い状況において，認知心理実験や認知神経科学的な計測あるいは（認知科学の知
見を踏まえた）現場での参与観察を行い，そのデータから創造性のメカニズムに関する知
見を得ることを目的とする．
特に今年度は，閃きを必要とする解決課題として知られている T パズル等を例にして，

被験者がその問題解決を行う際の認知プロセスおよび脳内プロセスを，非侵襲的脳機能計
測手法の一つである近赤外光脳機能計測装置（光トポグラフィ装置）ならびにアイカメラ
を用いて解明することを目指す（前者の装置で，問題解決時の大脳皮質の脳血流量の変化
を，後者の装置で，問題解決時の視線データを取得する）．
ところで，創造的問題解決は決して個人だけでもたらされるわけではない．他人との

協同（コラボレーション）が創造的問題解決の重要な要因になる場合もある．そこで，本
研究では，創造的問題解決プロセスにコラボレーションが与える影響の解明も視野に入
れる．
具体的には，コラボレーションにもいくつかの種類があることがこれまで指摘されてい

るが，特に，上司と部下の間でしばしば観察される「肩車式コラボレーション」（コラボ
レーションを行う一方が他方（問題解決者）に対して，具体的なアドバイスは与えずにメ
タな立場からのサジェスチョンのみを与えるというコラボレーションのスタイル）や，「実
際の問題解決行為と観察とを交互に行うこと」，「他人の行為を模倣すること」等に焦点を
当て，それらが創造的問題解決に与える影響を明らかにすることを考える．



２００６年度修士論文題目及び内容説明

論文題目　人間とコミュニケーション可能な人工物の構築

指導教員　○植田一博

内容説明

犬などのペット動物と人間は，コミュニケーション手段としての言語を完全には共有し得
ないと考えられるが，ではいかにして，コミュニケーションを可能にしているのか？おそ
らくは，両者が，教示者・被教示者という関係を文脈に応じて作りあげ，非言語情報（表
情・視線・音声に含まれる韻律情報等）に基づいてインデキシカルな意味での意味獲得を
行っているから可能となるのであろう．本研究では，このような教示者・被教示者間のイ
ンタラクションとそこにおける意味獲得のメカニズムを，人間同士の制限されたコミュニ
ケーションに置き換えて，実験的に探っていく．ここで「制限された」とは，おそらくは
ペット動物のように，教示の意味獲得を行う際に，教示に含まれる韻律情報や視線・表情
などの非言語情報と被教示者自身の行動（履歴）のみを情報として用いることができる，
という意味である．
これまでは，簡単なピンポンゲームによるタスク実行時に必要な情報が与えられていな

いゲーム操作者（被教示者）に対して，必要な情報を知っている教示者がいかに教示を行
うか，教示の音韻（記号）的側面ではなく，音声に含まれる韻律情報に焦点を当てて分析
してきた．その結果，音韻（記号）情報がほとんど利用できない状況であっても，韻律情
報を手がかりにして教示の意味学習が可能なことが示された．この知見をベースに，EM

アルゴリズムやDPマッチングを用いて，被教示者側の意味獲得アルゴリズムの一部を実
現した．
本研究では，この学習アルゴリズムを人工物，特に移動ロボットに実装することで，人

間と人工物の間の円滑で自然なインタラクションを可能とし，よりペット動物らしいペッ
トロボットの実現を目指す．さらに，使用するモダリティを韻律から表情や視線にも広げ
ること，および，本研究の成果を実際のヒューマン・マシン・インタフェースの適応的イ
ンタフェースとして応用していくを考えていく．



２００６年度修士論文題目及び内容説明

論文題目　熟達化プロセスの認知神経科学的な解明

指導教員　○植田一博

内容説明

エキスパート（ある技能に習熟した人）とノービス（そうではない人）のタスク遂行能力
の差を，従来の認知心理実験だけではなく，非侵襲的脳機能計測手法の一つである近赤外
光脳機能計測装置（光トポグラフィ装置）や脳波計を用いた大脳計測，知覚心理実験，ア
イカメラを用いた視線計測，呼吸や心拍などの生理計測を併用することで，総合的に明ら
かにすることを目指す．具体的な測定対象として，速読（１分間に数万から十万文字を読
む能力．我々の通常の読書スピードである数百文字／分に比べて，オーダが２桁違う．し
かも，飛ばし読みをしているのではなく，すべての文字を追っていると考えられている）
エキスパートと珠算（そろばんの盤面を頭に思い浮かべて行う暗算）エキスパートを考え
ており，現在そのデータを取得している．これらのデータをノービスと比較し，さらには
熟達化（エキスパートになること）のプロセスを詳細に追跡することで，どのような認知
プロセスを経て人間は熟達化していくのかを明らかにする．
さらには，能などのある特殊な運動の身体感覚が，我々の通常の身体感覚とどのように

異なるのか，またその熟達プロセスとはいかなるものかを，同じく大脳計測，生理計測お
よび心理実験（例えば，衝突時間予測実験）を併用することで明らかにする（こちらのプ
ロジェクトでは，能などのある特殊な運動をモーションキャプチャ装置で取り込み，その
運動特性を運動学的に解析したり，伝統芸の技をデジタルアーカイブしたりすることも視
野に入れている）．既に，能の典型的な運び（摺り足）の計測を開始している．



2006 年度修士論文題目及び内容説明

論文題目： 離散数学、組合せ数学のトピックから

指導教員： 中村政隆

内容説明：

修士論文の課題として、次のような分野の中から、課題、トピックを選ぶ。

² 代数的組合せ論

² マトロイド理論、有向マトロイド

² 凸幾何及び凸多面体

² 組み合わせ最適化と多面体的組み合わせ論

詳細は、本人と面談の上決める。



2006 年度修士論文題目及び内容説明

論文題目： 分子系統樹の構築アルゴリズムとソフトの開発

指導教員： 中村政隆

内容説明：

バイオインフォマティクス (計算分子生物学)の主要な課題には、

(1) ゲノムの塩基列もしくはタンパク質のアミノ酸列のアライン

メント

(2) 系統樹の構築

(3) タンパク質の１次元配列構造からの２次元、３次元構造の予測

(4) 遺伝的データをもとにしたタンパク質のクラス分け

などがある。

この課題では、(2) の系統樹の構築のための効率的なアルゴリズムの開発

をめざす。多項式時間の効率的なアルゴリズムを構成しかつそれを実装す

ることを目標とする。

具体的には、現在知られている Quartet Puzzlingの各手法を比較検討し、

それらを基盤にして実用的なアルゴリズムの開発を行う。



2006 年度修士論文題目及び内容説明

論文題目： "Small-World" Network { 「世界は狭いね」現象 の数理的

モデル

指導教員： 中村政隆

内容説明：

まったくの初対面の人と話しをして、思いがけず共通の知人や知り合いが

あって、「世間は狭いですね (It's a small world!)」と驚くことはしばしば経

験するところである。これは、人と人の知り合い関係をグラフとしたネッ

トワークのもつ性質から来るものである。

このような「世間は狭いね」現象を伴うネットワークを Small-world Net-

workと呼ぶことにすれば、それはひとつの点のまわりの点が互いに高い確

率で辺で結ばれているという局所性、規則性を持つ一方、集団の中の任意

の２点間の距離の平均的な長さが期待されるよりずっと小さい値を持つ、

そのようなネットワークとして特徴づけることができる。

D. J. Watts and S. H. Strogatz (1998) は、線虫の神経回路網、合衆国の

電力ケーブルのネットワーク、ハリウッドの映画俳優の共演関係のグラフ

などの現実のネットワークが、small-world network の性質を満たしてい

るを、実例を実際に計算して示した。。

本研究では、このような small-world networkを構成するWatts and Stro-

gatz の数理的モデルを出発点にして、それらのグラフ理論的な性質の解析

とその他の問題への応用を考えたい。応用問題の例としては、例えば、伝

染病の伝播の数理的モデルへの応用の研究がこれまでに多数ある。その他、

神経回路網などそのネットワークが small-world network の性質を持つこ

とがその系の働きにとって本質的であるようなシステムがいろいろ考えら

れ、それらへの応用が期待できる。



２００６年度修士論文題目及び内容説明

論文題目：　成人および乳幼児を対象とした発達認知神経学研究

指導教員：　○開　一夫

内容説明：

発達／適応的に変化するシステムの根本原理を、計算機･ロボットを用いた機械学習シ

ステム･認知モデルの構築と、ヒト乳児を対象とした行動実験を通じて研究する。また、

ＴＶ、ＴＶゲームといったメディアが乳幼児の脳に与える影響についてＮＩＲＳ、

EEG/ERP、ｆＭＲＩ等を用いて研究する。

現在，行動実験／脳活動計測実験では，『自己』と『他者』に関する神経機序を発達的

にアプローチする研究プロジェクトが稼働中である．

研究内容については，研究室ホームページ

　http://ardbeg.c.u-tokyo.ac.jp/

を参照すること．受験希望の学生は必ず事前に指導教官までメールすること．

　khiraki＠idea.c.u-tokyo.ac.jp



論文題目 科学技術と社会の接点における複合的事例の分析とモデル化 
 
指導教員 ○藤垣裕子 
 
 
内容説明 
 現代社会が直面する複合的諸問題には、科学技術と社会との接点において発生するも

のが多い。たとえば、環境（有害物質の国際規制、国内規制、公害問題）、医療（産業

ストレス、薬害 AIDS、遺伝子治療、脳死と臓器移植）、食料問題（自然食、遺伝子組

換え食品）、エネルギー問題（原発政策、代替エネルギー開発）、情報技術の社会への影

響、災害（阪神大震災や普賢岳噴火）などである。これらは科学技術の発達による生活

環境の変化によって社会にもたらされたものである。これらの問題は、専門家の限られ

た専門知識だけでは解決が難しく、現場の市民や利害関係者間の調整や必要となる。あ

るいは専門家の思いこみがこれら公共空間における問題解決をはばむ場合さえある。近

年、STS（科学技術社会論）の分野ではこれら科学技術と社会の接点において発生した

さまざまな問題（たとえば英国における狂牛病騒動や米国における巨大加速器建設計画

中止など）についての事例研究が積み重ねられてきているが、残念ながら日本における

これらの事例研究の数は非常に少ないのが実状である。 
 
  非西洋圏で科学技術大国というユニークな位置にある日本の事例は、科学技術の本性

を考える上で興味深いと考えられる。本研究では、学生諸君の興味のある題材を選択し、

関連文献の収集、関連文献に対する数量的分析、インタビュー法、質問紙法、などを用

いて事例分析を行う。適宜、学際分野における異分野摩擦の分析、専門家と市民と行政

のコミュニケーションギャップの分析、あるいは科学技術に関する公共的意志決定にお

ける public の参加の日米欧比較分析などを加える。日本の事例分析を国際科学社会学

会議および昨年設立された日本科学技術社会論学会において発表することを目的とす

る。また、本テーマは科学技術振興事業団の「社会技術研究」事業として採択された「公

共技術のガバナンス」プロジェクトと連動している。 
 

 
 
 
 
 
 



論文題目 学際研究の RonR（リサーチ・オン・リサーチ） 
 
指導教員 ○藤垣裕子、牧野淳一郎  
 
 
内容説明 
 細分化された個別学問分野にはなじまない複雑な複合的諸問題は、「学際的」な領域

とされる。しかしながら、これらの学際的分野は、個別学問分野に比べると、やや異な

る発展のしかたを取ることが多い。これらは、研究課題の組まれかた、協同のありかた、

論文蓄積のありかた、アウトプットの出されかた、等にあらわれる。よりよい学際研究

の遂行のために、現在何が問題となり、今後どのようなことがめざされていくべきであ

ろうか。本研究では、これらの問いを考えるために、学際的分野を研究対象とした RonR
（研究に対する研究）を行うことを目的としている。方法論としては、SCI（科学引用

データベース）による科学計量学的分析、参加型運上観察、認知科学的プロセス分析、

組織論的アプローチ、などを用い、学生の興味ある１つの学際的分野を研究対象として、

分析をすすめる。尚、このテーマのデータベース利用については適宜、科学技術政策研

究所 富沢宏之主任研究官の協力が得られる予定である。 
 



 

論文題目： IT（情報技術）と社会 

指導教員：  ○藤垣裕子、牧野淳一郎  

 
 

内容説明： 

  情報技術、とくにインターネット技術のめざましい発展と社会への普及のもとで、社会

との間にさまざまな変化が起こっている。これまでのコミュニケーションは、場所、時間、

経路、輸送コストの制約があったのに対し、これら４つの制約を限りなく小さくすること

により、インターネットはコミュニケーション形態を一変させ、国家や地域共同体のよう

な地理的要素に依拠した社会を相対化した。その結果、既存の社会規範（法、倫理）によ

っては十分に制御しえず、新たな社会規範の形成が必要な事態となってきている（例：国

境を越えて流れる有害情報の規制＝表現の自由とのトレードオフ、ネット上商取引の規制、

プライバシー保護や著作権の保護、自殺サイトの社会的影響など）これらの領域は現在、

「情報倫理学」といわれ、倫理学者をはじめ多くのひとの手で構築されつつある。 

 さらに、ＩＴ（情報技術）の発展や計算機の計算速度の向上は、科学研究のありかたを

大きく変えつつある。それはネットワーク上の検索技術の向上によるもののみならず、そ

れまで計算できなかった量の計算がこなせるようになり、それまで解けなかった式の近似

解が反復計算によって求められるようになってきたこともあげられる。 
  たとえば天文学は、計算機技術の普及によって大きく研究内容が変わりつつある分野で

あるが、その普及が研究内容そのものの特徴を変えつつあることが観察される。計算機技

術に支援された研究が出されるようになり、かつそれら先行研究との差異の強調およびそ

の反復によって次の原著論文が生産されている。このような反復が数代続くことによって、

「計算機シミュレーション結果の妥当性境界が、本来の妥当性、すなわち自然現象の本質

との対応、から少しずつずれてくる」といった現象が観察されるのである。 
  本研究では、情報技術の社会への影響、あるいは学問への影響を、科学社会学的手法を

用いて実証的に分析することを目的としている。学生諸君の興味に応じて、具体的な領域

におけるＩＴ技術の普及の影響を調べることができる。 
 



2006年度修士論文論文題目および内容説明

論文題目: プログラム再利用性を高めるプログラム言語

指導教員: ○増原英彦・玉井哲雄・田中哲朗・金子知適

内容説明:

プログラム開発の効率を高めるための手段の一つは、既存のプログラ
ムを再利用することである。そのための仕組みとして、モジュール機構、
オブジェクト指向による継承・アプリケーションフレームワーク・デザイ
ンパターンなどが提案されてきた。しかし現実のシステムには、モジュー
ルやオブジェクトに分割できない部分の記述により、再利用性が難しく
なっていることも多い。
近年、このような従来のモジュールでは分割できない部分を分離して

記述するための方法としてアスペクト指向プログラミングが提案され
ている。アスペクト指向プログラミングは、少数の応用に関しては有効で
あることが示されてはいるが、まだ提案されて間もないため、現実の多
様なシステムに応用した場合の限界も多い。そこで本研究課題では、実
際的なシステムに応用する場合に関してアスペクト指向プログラミング
の言語機構を改良を行う。
具体的には、

• 性能が重視される環境のために、実行性能を改善する手法
• ネットワーク環境・Webアプリケーションなどのための機能
• 複数のプログラム言語を用いて開発するための機能

などを提案・実現する。



2006年度修士論文論文題目および内容説明

論文題目: プログラムを扱うプログラムの研究

指導教員: ○増原英彦・玉井哲雄・川合慧・山口泰

内容説明:

プログラムや、プログラムを実行している処理系自身を計算の対象と
したプログラムは、速度を気にせずに書いたプログラムを変換して高速
なプログラムを作り出す効率化プログラム言語にいままでになかった機
能を加える拡張プログラムの正しさや安全性を調べる検証などの様々な
用途がある。このような「プログラムを扱うプログラム」を書くには、ど
のような言語が適しているのだろうか。また、どのような応用があるの
だろうか。
本研究では、プログラムやその処理系自身を扱うプログラムのための

言語の機能やその処理系について研究する。



2006年度修士論文論文題目および内容説明

論文題目: ネットワーク・クラスタ環境のための
プログラミング言語の研究

指導教員: ○増原英彦・玉井哲雄・山口和紀・金子知適

内容説明:

多数の安価な計算機を高速なネットワークで結合して、大規模な計算
を行わせることが近年注目されている。このような環境のプログラムは、
1台の計算機で実行されるものにはない注意点が数多くある。例えば、計
算機ごとに異なる性能をバランスさせることや、ネットワークや計算機
の不調があっても計算を続ける方策などである。
本研究では、そのようなネットワーク・クラスタ環境のためのプログ

ラムをより簡単に作成することを目標として、プログラミング言語の側
面から研究を行う。具体的には、アスペクト・コンポーネントなどの新し
い言語機能によって記述力を高めることや、プログラム変換などの技術
を適用して性能を向上させることや、プログラム検証技術を用いてプロ
グラム上の問題を発見することなどが考えられる。
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２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論文題目：仙台市における商業空間の専門化と広域的な購買行動 

 

指導教員： ○荒井良雄    松原 宏   永田淳嗣 

 

内容説明：  

 地方都市の中心商店街の衰退が問題にされるなかで、地方中枢都市の中心商業地区は、

若年層の広域的な集客拠点として活況を呈している。本論文は、仙台市を対象地域とし、

大型店とセレクトショップのマーケティング戦略、若年層の消費者行動といった両側面か

ら中心商業地区の存立メカニズムを、統計分析、ヒアリングおよびアンケート調査により

明らかにしたものである。 

  中心商業地区の核心部に立地する大規模小売店は、高級ブランドなどの得意分野に特化

した店舗開発やマーケティングを展開することによって、また中心商店街の裏通りに集中

するセレクトショップは、特定の客層にターゲットを絞り、ストア・コンセプトを明確に

打ち出すことによって、それぞれ仙台市商業空間の専門化を促した。こうして専門化した

商業空間は、20代前後の若年層を広域から集める求心力を増強させ、中心商業地区ににぎ

わいをもたらすことになったといえる。 
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２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論文題目：アパラチア地域と労働力開発 

 

指導教員：  荒井良雄    松原 宏   ○永田淳嗣 

 

内容説明：  

 アメリカ合衆国南部のアパラチア地域は、高失業率・低所得に悩む問題地域として位置

づけられ、1960年代より連邦政府による地域開発政策が講じられてきた地域である。本論

文は、テネシー州南東部アセンズ市でのフィールドワークをもとに、アパラチア地域開発

の政策システムが地方の現場でどのように機能しているかを明らかにしたものである。 

 論文ではとくに、複数のカウンティで構成される地方開発地区の機能に注目し、2000年

から新たに設立された労働力開発部門の組織・活動内容を検討した。アセンズ市のキャリ

アセンターでは、失業率の改善や雇用増大に大きく貢献するまでにはいたっていないもの

の、利用者への情報提供や地元企業や教育機関との協力を継続的に行ってきた点は評価で

きる。このように、アパラチア地域開発では、連邦政府や州政府といった上位機関と地方

自治体や地域社会との間に独特の地方開発の担い手が存在することによって、地域の実情

にあわせた政策運営が可能になっているのである。 
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２００６年度修士論文題目及び内容説明 

 

論文題目：グローバル化時代における自動車産業の立地調整と国内生産システムの変化 

     ーホンダグループを事例にー 

 

指導教員：  荒井良雄   ○松原 宏   永田淳嗣 

 

内容説明：  

 本論文は、本格的なグローバル化時代の下で、世界相互補完体制の構築を進めるホンダ

グループを取り上げ、海外生産拠点の歴史的展開と国内生産拠点の立地調整、サプライヤ

ーシステムの変化を、文献研究、アンケートおよびヒアリング調査をもとに明らかにした

ものである。 

 そこでは、ホンダが生産拠点の集約化を行うとともに、大型車の量産拠点である埼玉製

作所と小型車の量産拠点である鈴鹿製作所について、生産設備や治具などの均質化を図る

「生産体質改革」を実施し、これにより需要変動にフレキシブルに対応する車種移管を実

現してきたことが示されている。また、埼玉製作所と鈴鹿製作所は、それぞれ海外生産拠

点の「マザー工場」となっており、両者の均質化がグローバルな生産拠点間の立地調整を

促す役割を果たした点、一方でこうした車種移管がホンダ系一次サプライヤーの製品納入

体制に変更をもたらし、地域経済にも影響を与えている点が示唆されている。 

 



2006年度修士論文題目及び内容説明

論 文 題 目

形状および空間のモデリング

指 導 教 員

◯ 山口 泰 (Tel : 03-5454-6800, Email : yama@graco.c.u-tokyo.ac.jp)

川合 慧，田中哲朗，玉井哲雄，増原英彦，山口和紀
(◯印は主指導教員)

内 容 説 明

コンピュータグラフィクスでは形状や空間の情報が扱われる．形状モデルは，形状，す
なわち空間の部分集合を表現・処理する手法で，様々な研究がなされてきた．たとえば，
自動車などの意匠的な形状を扱う場合には，曲面の形に関する処理が必須であり，2つの
曲面の間にできる交線の計算などが要求される．これに対して空間場を処理対象とする
考え方がある．たとえば，材質や密度，圧力，温度のように空間の中で変化する情報など
がある．数値シミュレーション技術やPETやMRIなどの計測技術の発展に伴い，温度分
布や流れ，体内の構造など，3次元空間内のスカラ場データやベクトル場データが得られ
るようになってきた．ここでは，主に 3次元空間を対象として，形状情報や空間情報の表
現や処理方法について様々な観点から研究を進める．特に医療関係などのCTボリューム
データについて扱っていきたい．

図 1: 曲面間の交線計算 (左), 確率的な立体表現 (右)



2006年度修士論文題目及び内容説明

論 文 題 目

レンダリングモデル - 画像ベース描画法

指 導 教 員

◯ 山口 泰 (Tel : 03-5454-6800, Email : yama@graco.c.u-tokyo.ac.jp)

川合 慧，田中哲朗，玉井哲雄，増原英彦，山口和紀
(◯印は主指導教員)

内 容 説 明

レンダリングモデルとは，3次元的に見える画像の生成を目的として，陰影や反射，屈
折などの光の振舞いをシミュレートするためのモデルである．たとえば，拡散反射にとも
なう間接光を考慮して，環境光を計算する大域照明モデル (ラジオシティ法)などは，非常
に写実的な画像を合成できる．しかし，これはあくまでも計算機内で構築された世界の画
像であり，仮想の空間を画像化したものに過ぎない．これに加えて，最近では，現実世界
で得られる画像も加味して，現実世界のシーンを別視点から観察したり，照明条件を変化
させたりした場合の画像を合成できる画像ベース描画法なども研究されている．この画像
ベース描画法を中心としてレンダリングモデルについて，様々な角度から研究を進める．

図 1: 画像ベース描画法では 2枚の画像から中間視点の画像を作り出す．



2006年度修士論文題目及び内容説明

論 文 題 目

人間の視覚特性を利用した画像処理

指 導 教 員

◯ 山口 泰 (Tel : 03-5454-6800, Email : yama@graco.c.u-tokyo.ac.jp)

川合 慧，田中哲朗，玉井哲雄，増原英彦，山口和紀
(◯印は主指導教員)

内 容 説 明

コンピュータグラフィクスは，画像生成にあたって，人間の視覚特性を様々な形で利用
している．たとえば，プリンタで中間的な色調を出すためには，ハーフトーニングと呼ば
れる技術が利用されている．具体的には，色の濃い部分にはインクを一面に，色の薄い部
分にはインクを部分的に少しだけ，それぞれ配置することによって，濃淡を実現する手法
である．このハーフトーニングを利用することで，特定の画像を複数の画像に埋め込み，
複数の画像が重ねられると元の画像が再現される「視覚復号型暗号」が実現できる．別の
例としては，画像の一部を自然に修復・補完する「画像補完」が挙げられる．本来，欠け
て失われてしまった情報を人間にとって自然に補修するには，人間の視覚にとっての自然
さが重要なキーとなる．このように人間の視覚特性を利用した画像処理の応用について検
討してみたい．

図 1: 視覚復号型暗号: OHPで左と中央の 2枚の画像を重ねると右の画像が現れる．



2006年度修士論文題目及び内容説明

論 文 題 目

絵画の特徴と人間の認知に関して

指 導 教 員

◯ 山口 泰 (Tel : 03-5454-6800, Email : yama@graco.c.u-tokyo.ac.jp)

川合 慧，田中哲朗，玉井哲雄，増原英彦，山口和紀
(◯印は主指導教員)

内 容 説 明

コンピュータグラフィクスは，現実感のある仮想の画像を生成する技術として知られて
いる．これに対して必ずしも現実性を追求しない画像生成法もあり，これをノンフォトリ
アリスティックレンダリングと呼ぶ．たとえば，油彩画や水彩画のような画像を生成する
技術がある．しかし，人間の描く絵画には，単なる写真にはない何かがある．絵画を美し
いと感じたり，作者の個性を感じるのは何故だろうか？絵画の特徴とは何か，人間が絵画
から得る視覚情報とはどのようなものであろうか？そもそも感性や画風などの情報が計算
機処理の対象となるのだろうか？絵画の特徴とは静的なものだろうか (動画にすると何が
おきるだろうか)? 様々な疑問に対して，とりあえず手近な部分から手掛けていきたい．

図 1: 計算機によって作られた鉛筆画風画像．



2006年度修士論文題目及び内容説明

論 文 題 目

マルチメディア処理に関する研究 (一般)

指 導 教 員

◯ 山口 泰 (Tel : 03-5454-6800, Email : yama@graco.c.u-tokyo.ac.jp)

川合 慧，田中哲朗，玉井哲雄，増原英彦，山口和紀
(◯印は主指導教員)

内 容 説 明

計算機やネットワークの発展には目覚しいものがある．一般に「マルチメディア」と呼
ばれる文字や数値以外の情報処理が盛んに行なわれるようになってきた．たとえば，形状
処理や画像処理は，そのようなマルチメディア処理の 1つであるが，さらに一層の研究が
望まれる分野である．形状情報や画像情報に加えて音楽情報や音声情報などマルチメディ
アデータを扱う計算機処理やネットワーク技術，携帯端末技術，ユーザインタフェース等
に関して固有の研究テーマがあれば，予め相談の上で修士論文のテーマとしても良い．



２２２２００００００００６６６６年年年年度度度度修修修修士士士士論論論論文文文文題題題題目目目目及及及及びびびび内内内内容容容容説説説説明明明明

論文題目：パルスレーザー堆積法を用いた窒化物半導体の結晶成長と発光素子

化の研究

指導教員：尾嶋正治

内容説明：次世代の高効率発光素子を開発するため、成長前駆体に高い運動エ

ネルギーを与えることが出来るパルスレーザー堆積法（ＰＬＤ法）を用いて高

品質な窒化物半導体の結晶成長を行う技術を確立する。さらに、成長制御によ

って p-n 接合を形成して、高効率発光素子を実現する。そのため、窒化物半導

体（InGaN、AlGaN）と格子整合した酸化物基板を使用し、その表面を原子オー

ダーで平坦化した上で結晶成長を行う。成長させた薄膜は反射高速電子線回折

RHEED、Ｘ線回折 XRD、表面形状（原子間力顕微鏡 AFM）、電気特性、光学特性

（フォトルミネッセンス）、透過型電子顕微鏡 TEM によって評価する。これま

で困難とされてきた p 型化については II 族元素を混合させたターゲットを用

い、レーザーアブレーションによって p 型活性化をはかるとともに、窒素プラ

ズマ源によりその高効率化を達成する。これにより、赤外、可視、紫外までの

連続発光を窒化物半導体で実現する。
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2006年度修士論文題目及び内容説明

論 文 題 目

高速なマトリックス並列数値計算法の開発

指 導 教 員

（©印主指導教員）
©牧野淳一郎　福重俊幸　船渡陽子

内 容 説 明

我々は、 2004 年度から 5年計画で科学技術計算用超高速計算シス
テムGRAPE-DR を開発している。このシステムの基本的な発想は、こ
れまで我々が 15年にわたって開発してきた GRAPE (GRAvity PipE)
システムと同様である。つまり、比較的単純だが計算量の多い処理を行

う「専用」計算機と、計算量は少ないが複雑な処理を行う汎用計算機を

つないで計算させるというものである。

従来の GRAPE では専用計算機の側は真に専用であり、粒子間の
重力/クーロン相互作用をハードウェアで計算する並列パイプラインプロ
セッサであった。しかし、GRAPE-DR ではこのアーキテクチャから大
きく離れ、「専用」計算機の側もプログラム可能な超並列プロセッサと

なる。

このように専用パイプラインをプログラム可能なプロセッサに置き

換えたことで、GRAPE-DRでは従来の GRAPEでは実現不可能であっ
た多様なアプリケーションを実行することが原理的には可能になる。そ

の中でも重要なものが、大規模な連立一次方程式で係数が密行列である

ようなものや、同様に密な行列の対角化である。

本研究では、超並列バックエンドプロセッサとフロントエンドプロ

セッサからなるノード計算機のクラスタという構成を持つ GRAPE-DR
システム上で効率的な行列計算のアルゴリズムを開発、実装する。



2006年度修士論文題目及び内容説明

論 文 題 目

重力多体系の長時間積分のための高精度積分公式の研究

指 導 教 員

（©印主指導教員）
©牧野淳一郎　船渡陽子

内 容 説 明

散逸のない運動方程式で表現される系の長時間数値積分は、非線形、

非平衡なシステム、あるいはカオス的なシステムの研究のためのもっと

も基本的な研究ツールである。

系の振る舞いが比較的単純である場合には、シンプレクティック法

や時間対称型の積分公式を使うことで位置、速度等の誤差を時間の 1次
にすることができる。しかし、自由度によってタイムスケールが非常に

異なる、いわゆる「振動的に硬い」問題では、シンプレクティック法や

時間対称型公式をそのまま使うことは困難であり、今のところ良い方法

は見つかっていない。

本研究では、自由度毎に独立でしかも可変な時間刻みを使いつつ、

シンプレクティック法や時間対称型公式が持つ良い性質を維持するよう

な数値積分法を開発することを目標にする。

我々は、既に、単純に系全体のタイムスケールが変わる場合につい

ては、時間対称型公式の良い性質を保ったまま時間刻みを可変にするこ

とに成功している。これをさらに拡張するいくつかの方法を実装、検討

する。



2006年度修士論文題目及び内容説明

論 文 題 目

GRAPE-DR ハードウェアの開発

指 導 教 員

（©印主指導教員）
©牧野淳一郎　福重俊幸　船渡陽子

内 容 説 明

我々は、 2004 年度から 5年計画で科学技術計算用超高速計算シス
テムGRAPE-DR を開発している。このシステムの基本的な発想は、こ
れまで我々が 15年にわたって開発してきた GRAPE (GRAvity PipE)
システムと同様である。つまり、比較的単純だが計算量の多い処理を行

う「専用」計算機と、計算量は少ないが複雑な処理を行う汎用計算機を

つないで計算させるというものである。

従来の GRAPE では専用計算機の側は真に専用であり、粒子間の
重力/クーロン相互作用をハードウェアで計算する並列パイプラインプロ
セッサであった。しかし、GRAPE-DR ではこのアーキテクチャから大
きく離れ、「専用」計算機の側もプログラム可能な超並列プロセッサと

なる。

本研究では、 GRAPE-DR ハードウェア開発の一部を担当すること
で、計算機開発の実地に触れる。 GRAPE-DR は完成すれば世界最高速
の計算機となるものであり、その開発に直接関わることは極めてユニー

クな体験になるであろう。

具体的な研究テーマとしては、計算機システムのうちホスト計算機

と超並列プロセッサの間に入って通信と超並列プロセッサの制御、超並

列プロセッサとメモリ間の通信の制御を行う制御プロセッサのアーキテ

クチャを検討し、アプリケーションに応じたいくつかのタイプを実現す

ること等を考えている。



2006年度修士論文題目及び内容説明
論文題目 コンピューティングのためのモデルの研究

指導教員 ○山 口 和 紀、川 合 慧、玉 井 哲 雄 (○印は主指導教員)

内容説明
　本研究では、興味を持っている対象のモデルを構築し、コンピュータで
扱えるようにする。モデル化する対象は相談して決める。
　今までに以下のような問題意識から出発してモデルを構築した研究が
ある。

• 視覚野の網膜部位対応が自動的に形成されるようなメカニズムはでき
ないだろうか。

• ゲームの達人の知識を使わずに、強いゲームプレイヤを自動的に作れ
ないだろうか。

• 正規表現よりも強力で使いやすいパターンマッチはできないだろ
うか。

• 因果的な関係とはどのような構造で、どのような性質を持っているだ
ろうか?

• ウェブ構造の良さを調べる方法はないだろうか。
• 読む人に適応して内容が構成される教材を作れないだろうか。
• 大学の講義全体を体系化して、講義の関係を計算できる構造ができな
いだろうか。

• 大学の講義のページを全て集めて、全体を効率よく概観できる構造は
作れないだろうか。

• 粘土のように中身が詰まった立体を表現できないだろうか。
• 賛成・反対のような議論の関係を構造化して、議論の進み方を計算で
きるようにできないだろうか。

　先行研究を学ぶ事も大事であるが、新しいアプローチを作り出そうとい
う意欲的な研究を歓迎する。
　質問は電子メール (yamaguch@graco.c.u-tokyo.ac.jp)でいつでも受
けつけている。



2006年度論文題目及び内容説明

論文題目: 情報構造と関係の深い数理的構造の研究
指導教員: ○山 口　和 紀、柏 原　賢 二
(○印主指導教員)

内容説明:

非有基的集合論 (AFA)やガロア束 (Galois lattice)など，情報構造と関係が深い数
理的構造を、情報構造と関連づけながら研究する．
たとえば，Webページ群におけるページ間のハイパーリンクの数理的構造を考え
る．ページをノードに対応させ，リンクを有向辺に対応させることで，Webペー
ジ群を有向グラ フで表すことができる．
さらに有向グラフの有向辺を集合の所属関係と思うことができる．つまり，ペー
ジ aからページ bにリンクが張られていることを，集合 bは集合 aの要素だと解
釈する．しかし，このような解釈をすると，グラフに有向サイクルがあるときは
問題が起こる．通常の集合論は，集合 aが集合 bの要素であるときに，同時に集
合 bが集合 aの要素であることは認めてないからである．しかし，近年研究され
ている非有基的集合論においては，そのような集合の所属関係における循環を認
めている．非有基的集合論を用いれば，Webページ群におけるページ間のリンク
の構造を表現することができる．
このような表現を用いると，複雑なリンク構造も簡単なものに帰着させて考える
ことができる．下の図はそのようなものの例である．
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一方，Galois latticeは，項目間の 2項関係から引き起こされる束であり，2項関係
から自然に構造を取り出したものと理解することができる．
これらの道具を用いて，情報構造の中に潜む数理的構造を解き明かしていきたい．

質問は電子メール (yamaguch@graco.c.u-tokyo.ac.jp)で受けつける。



2006年度修士論文題目及び内容説明

論 文 題 目: 計算を効率化するための知識の自動獲得

指 導 教 員: ○山口 和紀・川合 慧・田中 哲朗・金子 知適
(○印主指導教員)

内 容 説 明:

計算機を用いて「知的」な処理を実現する方法の一つは，とにかく大
量の計算を行うことである．例えばパズルの解やゲームの最善手の探索
においては計算能力によって得られる答えの質が決まる．従って計算の
効率化が非常に重要であり，アルゴリズムの工夫と共に人間の経験的な
知識を組み込むことによる効率化が取り組まれてきた．しかし，複雑な
問題では人間の知識に例外が多く，実際の利用は困難であった．
近年，人間の知識を安全に利用する方法として，知識を直接信用する
代わりに，人間を参考にしながら自動的に求めたデータを利用した効率
化が注目されている．例えばコンピュータ将棋では，プロ棋士の棋譜を
前処理してプロ棋士が指しそうな手を深く，そうでない手を浅く探索す
ることで成果が得られている．このようなアプローチは始まったばかり
であり，どのような問題に対してどのようなデータが有効であるかは明
らかでない．そこで本研究課題では複数の具体的な問題を対象に，効果
的な知識の利用方法とその獲得手法についての研究を行う。
具体的には、

• 多数の試行に基づいて経験則を導出する方法

• 人間が用いている知識のなかで例外の少ない有用な部分を自動的に
抽出する方法

• 誤った知識を与えても効率を落としにくいアルゴリズム

などを提案・実現する。



論文題目 ゲームプログラミングに関する研究

指導教員 ◦田中哲朗 金子知適

内容説明

1997年に，チェスの世界チャンピオンをコンピュータプログラムが破ったが，同じ完全情報ゲームであっ
ても，チェスよりも分岐数が多く，局面評価も難しい将棋や囲碁では，まだ人間のプロに匹敵するプログ
ラムは作られていない．
ゲームプログラミングに関しては，以下のような研究テーマが考えられる．

• 統計モデルに基づく min-max 木の効率的な枝刈

• 学習による評価関数の改善
• プログラム変換，動的コード生成による木探索の高速化
• ゲームのルールの数学的な記述と，それを求めたルールの完全性の証明

現在，研究室では主としてコンピュータ将棋を研究対象としている．コンピュータ将棋はあと 10年以内
にプロを破るレベルに達すると言われていて，現在ゲームプログラミング研究で最もホットな対象になっ
ている．自分のアイデアを生かしてプロに勝つ将棋プログラムを作りたいという意欲あふれる志望者を募
集する．

図 1: 共同開発中の将棋プログラム (GPS将棋)
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論文題目 フォントデザインの自動化に関する研究

指導教員 ◦田中哲朗 金子知適

内容説明

UNICODE や JIS X 213 など，コンピュータで扱う文字コードセットは巨大なものになっている．一方
で，多様な書体を使いたいという要求は増してきている ので，多様なフォントを安価に提供するためには,

高品質のフォントを人間の 手をなるべくかけずに製作することが望まれている．
漢字を偏や旁などの基本的な部品の組合せにより表現して，基本的な部品のスケルトンデータを自動的
に配置することにより作成された漢字フォントとして，フリーのアウトラインフォントとして知られてい
る和田研フォントがあるが，和田研フォントは当時の計算機環境の制限により，単純な配置アルゴリズム
しか使用できず，残念ながら高品質のフォントにはなっていない．
そこで，このアプローチにより，高品質のフォントを作成するための研究テーマとして，

• 人間の視覚特性を考慮した部品配置アルゴリズム
• 既存フォントからのパラメータ抽出
• スケルトンフォントから良質のグレースケールフォントを作成するアルゴリズム

などに取り組みたい志望者を募集する．
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論文題目： プログラマに優しいプログラミング手法に関する研究

指導教員： 尾上 能之

内容説明：

近年、プログラムを書ける人材は少なくなってきていると言われる。そこで、プログラ

ミングに対する垣根を低くし、簡単に書いたプログラムを効率的に実行できるような枠組

みを作ることを目標とする。

アプリケーションの開発は、以下のような流れで行われることが多い。この中でコー

ディングの効率化、抽象化が中心となるが、デバッグや仕様策定の手間を減らす提案でも

構わない。

1. 要件定義策定

2. 仕様策定

3. コーディング

4. テスト、デバッグ

アプローチの一つとして、Haskell などの関数型言語を用いることが考えられる。これ

は関数型言語を用いると、仕様がほぼそのままプログラムの形式で記述可能だからであ

る。ただし関数型言語で書かれたプログラムは、実行時の効率が他の言語と比べて劣るこ

とが多いため、融合変換や並列化などの変換手法を用いて、簡潔なプログラムを元に効率

の良いプログラムを生成する必要がある。

また、軽量プログラミング言語 (Lightweight Languages) とも呼ばれる Perl, Ruby,

Python, PHP などのスクリプト言語を用いて、プログラミングの作成しやすい環境を構

築したり、各処理系の実行効率を高めるアプローチも考えられる。




